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童話絵本の魅力 児童文学者昭和女子大学名誉教授 西本 鶏介氏
人間社会学部研究会（平成26年度）要旨（初等教育学科関連）
平成27年1月21日（水）
子どもの自然認識の構造と構成に関する研究 教授 小川 哲男
1 研究の目的
子どもは自然事象との関わりにおいて，多様な経験や知識を有している。しかし，これらの経験や知識がどの
ように機能して子どもの自然認識，とりわけ幼年期（5～7，8歳程度）におけるかかる認識が形成されるのかにつ
いては，まだ解明されていない。
そこで，本研究においては，幼年期の子どものこうした認識を「自然認識の萌芽」として位置付け，その構造
と構成に焦点を当て，以下の視点から解明し，おもに第2部，第3部について報告した。
2 論文の構成
（1）第1部 子どもの自然認識の萌芽に関わる教育理論の検討
（2）第2部 子どもの自然認識の萌芽の構造と構成に関する学習論
（3）第3部 子どもの自然認識の萌芽の伸長を図る教授論
（4）第4部 子どもの自然認識の萌芽の構造と構成に関する評価論
（5）第5部 子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラム
3「第2部 子どもの自然認識の萌芽の構造と構成に関する学習論」
（1）「論理操作」としての自然認識の萌芽
1）「経験主義の克服」
2）「知識の構成過程の認識の欠如」
（2）「発達の最近接領域」の場で構成される自然認識の萌芽
1）「生活概念」と「科学概念」の2つの存在
2）両者の関係性
（3）「論理操作」と「ZPD」との融合としての自然認識の萌芽の構造
（4）多様な要素を分析する視点としての「記憶の7つの要素」
（5）多様な自然認識の表現に見られる要素
1）子どもが記憶している概念の要素の構造化
2）概念の要素は相互にリンクし「知識のネットワーク」を構成
（6）子どもの自然認識の萌芽の構造と構成過程に関わるモデル
1）子どもは生活概念をもとに自然事象に働きかけ，それらの変化を観察し，意味づけを行い，自然認識
の萌芽を構成
2）自然認識の萌芽は，協同的な学習の場で教師の指導や子ども相互の交流を通して広がり深まる
（7）子どもの自然認識の萌芽の構造と構成過程に関わるモデルの事例を通した検証
1）事例研究のねらい
2）対象とした単元
3）授業デザインの視点
4）「ザリガニをとりにいこう」に関わる子どもの活動の概要
（8）自然事象に関わる「知的な気づき」の構造と構成過程の分析
1）ザリガニに関わる子ども固有の「知的な気づき」の構造
2）ザリガニに関わる子ども相互の「知的な気づき」の構造
（9）結論
ザリガニに関わる「知的な気づき」の構造は，子ども個々の多様な表現の立ち上げを捉え，それらを「知的な
気づき」の構成する要素とリンクさせ，「ZPD」の場におけるネットワーク化を図りながら「知的な気づき」を
構成していく過程として教師は捉えることができる。
4「第3部 子どもの自然認識の萌芽の伸長を図る教授論」
（1）子どもの自然認識の萌芽の伸長の必要性
1）自然認識の萌芽としての「知的な気づき」の構造の視点
2）子どもの論理の視点
（2）自然認識の萌芽の伸長を図る子どもと教師のコミュニケーション
1）コミュニケーションの理論
2）授業の視点からのコミュニケーション
（3）子どもの自然認識の萌芽の伸長を図るコミュニケーションに関わる事例研究
1）研究のねらい
2）対象とした単元
3）授業デザインの視点
4）子どもの話し合いにおける自然認識の萌芽の位置付け
5）子どもと教師，子ども相互のコミュニケーションモデルをもとにした分析
（4）結論
自然認識の萌芽は，コミュニケーションの場で異なるルール系に依拠しながら構成されたといえる。これが，
子どもの自然認識の萌芽がコミュニケーションを通して協同的に構成されていく姿であると考えられる。
このように，子ども固有のルール系に基づくコミュニケーションを通して，自然事象に関わる多様な解釈に基
づく「知的な気づき」が情報交換され，共有化を経て，クラス全体の「知的な気づき」として浸透していったと
いえる。
―76―
